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１．研究科・専攻の概要・目的 
人文学は、人類のたどった歴史の中で、古典として蓄

積された知的体系あるいは行動様式を解明し、理想の人

間像を実現するための倫理や社会規範のあり方を追求す

る学問分野の総体である。文化学研究科は人文学の各学

域の高次の専門性と総合性をいっそう発展させ、人文学

の古典的な役割を継承しながら、現代的な課題に対応し

うる人材養成のための教育研究システムを構築してきた。       

特に本教育プログラムを推進した社会文化専攻は、人間

社会をフィールドとする動的分析を主とするもので、知

識システム論講座、社会文化論講座、比較社会文化史講

座の３講座から構成されている。所属教員は４１名で学

生定員は１０名である。 
文化学研究科社会文化専攻は、古典研究を踏まえて、

フィールドワークを重視した社会文化の動態的分析能力

を育成し、新たな社会的規範や文化の形成に寄与できる

人材を養成することを目的にしている。その中で、知識

システム論講座は、言語を主とする知的活動や、行動・

知性を背後で支える感情・感性を、伝統的人文学の範囲

を超えた科学的視点から理解し、新たな人間観の形成に

寄与する人材を養成することを目的にしている。社会文

化論講座は、フィールドワークをとおして、現代社会の

動態を調査分析でき、社会構造と文化形象との相互関連

という視点から、地域の固有文化・造形文化の変遷、文

化遺産をめぐる諸問題を、国際的視野のもとに解明し、

社会文化の形成に寄与できる人材を養成することを目的

にしている。比較社会文化史講座は、地域社会を歴史学

的なフィールドとして、人間行動のダイナミズムを実証

的分析手法によって深く理解し、歴史文化の形成に対応

できる人材を養成することを目的にしている。 
 
２．教育プログラムの概要と特色 
 本教育プログラムでは、文化学研究科社会文化専攻を

主たる担い手とし、文学研究科文化動態専攻と協力して、

海港都市研究センターおよび地域連携センターの事業と 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
連携して、実践的な大学院教育プログラムを進めること

を内容としている。それによって、人文学の現代的な課

題を国際性、地域性の両面から発見し、その知見を国際

的な場で発信し、地域社会に還元できる新しいタイプの

人文学の研究者、大学教員を養成することをねらいとし

ている。そのために、２年間で、文化学研究科社会文化

専攻と文学研究科文化動態専攻におけるコースワーク型

の研究者養成の体系的なモデルを設定し、新たな指導体

制とカリキュラムを編成した。（図１「地域に根ざし国

際的課題に応える人文学研究者の養成」参照） 
 
３．教育プログラムの実施状況と成果 
（１）－１教育プログラムの実施状況と成果（平成１７

年度） 
①１７年９月に、プログラムを実行するための両センタ

ーおよび両専攻の講座委員等からなる、合同指導委員会

を設置した。 
②修士課程に地域連携センターを中核としたカリキュラ

ム「地域歴史遺産保全活用論」「地域歴史遺産保全活用

演習」を設定し、修士課程共通科目として開講した。こ

れにより、地域住民と接し、地域社会の歴史的形成過程

を実践的に学ぶことで、研究者としての基礎となる社会

への深い認識を養うことが出来るプログラムを試行した。 
③海港都市研究センターが主催する大学院生および若手

研究者の研究交流プログラムを文化学研究科のカリキュ

ラムの一環として位置づけ、試行的にこれを行った。合

同指導委員会が主催する準備会（修士課程大学院生も参

加）を３度開催し、博士課程大学院生が予備報告を繰り

返し、報告内容を高めた上で、１７年１１月、韓国木浦

大学校での中国中山大学、韓国木浦大学等、台湾大学と

の国際シンポジウムにおいて、博士課程大学院生１１名

が発表し、その原稿を合同指導委員会の指導でブラッシ

ュアップし、『海港都市研究』（創刊号）に論文として

掲載するという、体系的実践的な研究者育成のためのコ

ースワークを開発した。 
④１８年２月に、中国中山大学、台湾大学、木浦大学校、
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韓国海洋大学校から大学院生、若手研究者４名を招聘し

た。ここでは、修士および博士課程の大学院生が、日本

での海港都市関係の資料収集の支援、研究交流のための

フォーラムを自主的に展開し、海港都市研究センター、

地域連携センター、合同指導委員会がそれをサポートす

るという教育手法を開発した。 

⑤優れた博士課程大学院生を研究員として４名を雇用

し、本プログラムの具体的な立案と実施に携わらせるこ

とによって、研究者を組織する能力の育成を図った。 

⑥文化学研究科院生の共同研究のための教室を、大型の

液晶モニターを設置するなどして整備した。 

⑦イニシアティブ経費で海港都市関係図書、資料、地域

研究関係図書、資料を整備した。 

 

（１）－２教育プログラムの実施状況と成果（平成１８

年度） 

①地域連携センターが提供する「地域歴史遺産保全活用

論」「地域歴史遺産保全活用演習」については、その内

容を整備し、修士課程のカリキュラムとして定着化をは

かった。また博士課程大学院生は、活用演習では研究内

容を市民に分かりやすく説明する、大学教員としてのイ

ンターンシップ的なカリキュラムを導入した。 

 さらに、地域連携と国際交流を直接結びつける試行的

カリキュラムとして、第一次大戦時において青島で捕虜

となったドイツ、オーストリア兵を収容した青野原俘虜

収容所（現小野市・加西市）について、これを世界史お

よび地域史、さらに文化論の観点から大学院生が地域住

民の協力を得ながら分析した。その成果を当時の資料と

ともに、１１月に大学で展示し、さらに収容所で行われ

た音楽会を復元しその歴史的な意味を問うという企画

を行った。展示会には大学関係者だけでなく地域住民も

含めて５５０名が見学に訪れた。音楽会は神戸大学交響

楽団の協力を得て行われ、１００名を超える参加者があ

った。展示会、音楽会の準備は地域連携センターの協力

のもとで４月からすすめられ、研究資料を発掘し、解析

し、学問的な成果を公表し、展示や演奏を通してその内

容を社会へ還元するという一連のコースワーク開発の

実践例となった。（写真１・２参照）  

この展示会を中心となって担った岡本恵学術推進研

究員は以下のように総括している。「私は以前より博物

館や美術館の運営に興味を持っており、学部生の時には

博物館実習も体験した。しかし実際に自分たちが展示会

を開催する側に回ったのは、今回のことが初めてであっ

た。展示会場や資材の制限、観客の目線を考慮に入れた

上で写真パネルや展示品の配列を決めたり、展示品に添

 

写真１  展示会開会式 

 

写真２  展示会会場 

えるキャプションを作ったりするのは、楽しくはあった

が、経験不足から思うようにいかず歯痒い思いをするこ

ともあった。小野市の方からお借りしてきた貴重な品物

を自分の手で並べたときには、責任を感じて緊張もし

た」。（『事業報告書』p.33） 

②海港都市研究センターが主催する大学院生および若

手研究者の研究交流プログラムを文化学研究科のカリ

キュラムの一環として位置づけ、試行的にこれを行っ

た。大学院生が共同して研究を行うために整備された教

室を利用して、合同指導委員会が主催する準備会（修士

課程大学院生も参加）を３度開催した。博士課程大学院

生はここで予備報告を繰り返し、報告内容を高めた上

で、１８年１１月、台湾大学での中国中山大学、中国海

洋大学、木浦大学校、韓国海洋大学校、台湾大学との国

際シンポジウムで発表を行った。（写真３）ここで発表

を行った博士課程大学院生９名は、その原稿を合同指導

委員会の指導でブラッシュアップし、『海港都市研究』

（第２号）に論文として掲載した。これは１７年度に開

発した体系的実践的な研究者育成のためのコースワー

クの実践であった。 
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 写真３ 台湾大学でのシンポジウム 

③１９年２月に、協力校である中国中山大学、台湾大学、

木浦大学校、韓国海洋大学校から大学院生、若手研究者

5名を招聘した。ここでは、修士および博士課程の大学

院生が、日本での海港都市関係の資料収集の支援、研究

交流のためのフォーラムを自主的に展開し、海港都市研

究センター、地域連携センター、合同指導委員会がそれ

をサポートするという１７年度に試行した教育手法を

定着させた。（写真4）中国海洋大学の趙月超氏の資料

収集をサポートした文学研究科社会動態専攻（修士課

程）の大学院生・金菊花（中国からの留学生）は以下の

ように総括している。「私が資料収集の補助を担当した

中国海洋大学の趙月超さんは、日本で借りたい資料を事

前に知らせてくれました。そのリストに挙がっていた４

３冊の中で、彼の研究課題と関わりが少ないと思う資料

と他大学の借りられない資料を除いた２９冊の本を１

週間で借り、コピーすることができました。かなりの数

にのぼる資料なので、今回の日本での資料収集は趙さん

にとってこれからも意義ある参考文献になると考えら

れます。（中略）今回のプログラムを通じていらっしゃ

いました学生と先生方の皆様の語学の才能に驚き、自分

ももっと頑張りたいという意欲が出てきました。これか

らの勉強と留学生活に励みになります。そして、中国・

韓国・台湾・日本の歴史が共に発展していくことに対し

ても認識を深めることができました。これらの国は、も

っとお互いの学術的な意見交換と交流が必要だと強く

感じられました。（中略）今回のプログラムは若手研究

者にとってもとても役に立ったと思いますし、手伝った

私のような学生にも勉強と交流のよい機会だったと思

われます」。（『事業報告書』p.59） 

 

 写真４ 神戸大学での交流会 

④１７年度の試行につづき、１８年には、研究科内公募

によって、優れた博士課程大学院生９名を研究員として

雇用し、①から③の本プログラムの具体的な立案と実施

に携わらせることによって、研究者を組織する能力の育

成を図った。 

添田仁学術推進研究員は以下のように研究員として

の活動を総括している。「神戸・横浜・長崎など日本の

代表的な「海港都市」に関わる歴史資料（近世・近代）

の所在情報を収集する作業を担当しながら、運営組織で

ある世話役会への参加・記録、各種シンポジウム・研究

交流会・資料情報交換会の準備など事務作業にも携わっ

た。また同年（平成１７年）１２月からは地域連携セン

ター、海港都市研究センターのオーガナイザーとして、

第５回地域連携協議会、生野古文書合宿（古文書講演）・

灘チャレンジ企画など、連携センターの活動にも合わせ

て参加した。（中略）大学院生同士がそれぞれの専門分

野を越えて、お互いの研究について議論できたことも意

義深かった。海港センターが企画した国際学術シンポジ

ウムや研究交流会には、史学・文学・哲学といった研究

領域や、日・東・西といった研究対象地域の異を問わず、

人文学を志す者が広く集まり、それぞれの視覚から意見

を交換した。専門分野を離れて、他分野の研究者の前で

研究発表する際には、論を明確に、かつわかりやすく説

明する必要がある。それは自身の論の柱を確認する場と

もなった。また、議論の場でなくても、リラックスしな

がら、お互いの研究環境、研究対象へのアプローチの仕

方などについて熱く語り合うこともあった。留学生も交

えて、民族の問題・差別の問題などデリケートな話題に

まで展開したこともある。今後、現在のような専門分野

で区切られた「たて割り」のゼミだけでなく、様々な専

門分野の学生が一つの研究対象を共有する、いわゆる

「よこ」のつながりで組織されたゼミを設定することも

必要なのではないか」。（『事業報告書』pp.35-36） 

⑤研究員を中核として他の大学院生を組織して、購入し
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た図書、資料を整理し、広く一般の人が利用しやすい環

境を整えた。具体的には、「地域中世史関係文献調査」、

「大阪湾、兵庫県下中世港町に関わる文献、資料調査」

「神戸大学付属図書館所蔵の神戸・東アジア・植民地関

係図書解題」「『青島官報』解説」という成果となって

表れた。『青島官報』の整理を担当した石井大輔学術推

進研究員は以下のように総括している。「この『青島官

報』がドイツ語で書かれたものであるため、西洋史の大

学院生が中心となって日本語見出しの作成を行った。そ

れぞれ自ら専門とする時代・場所を異にする者同士での

共同作業ということで、手探りの部分が多くあったが、

それだけ学ぶことも多かったと思う。特に日常の研究活

動は専ら個人で行っていることを考えると、今回の共同

作業は大変貴重で、新鮮な経験になったのではないかと

思う」。（『事業報告書』p.32） 

 

（２）社会への情報提供 

 青野原俘虜収容所展示会では大学院生が主体となっ

て図録を作成し、見学者に配布した。また新聞社やテレ

ビ局の取材に対応し、イニシアティブ事業が社会的に認

知されるよう努めた。（写真５・６） 

 

写真５ 神戸新聞2006年10月21日 

 
写真６ NHKによるインタビュー収録 

 大学院生が整理した資料は海港都市研究センターの

HPを通じて誰でもアクセスすることが可能になった。 

 イニシアティブが展開した授業である「地域歴史遺産

活用演習」では、兵庫県朝来市生野町で大学院生が企画

して古文書を活用した町づくりに協力するなど地域社

会への貢献を行った。 

 

４．将来展望と課題 

（１）１７年度、１８年度の成果を活かした大学院の改

組 

  平成１９年度から、大学院文学研究科（修士課程）、

及び大学院文化学研究科（博士課程）の改組・統合によ

り、博士前期課程、博士後期課程の区分制大学院である

神戸大学大学院人文学研究科を新たに設置する。この研

究科の以下の教育体系は、イニシアティブの成果を応用

したものである。 

 

①大学院生の指導について指導委員会制度の導入。 

②修士課程でのセンター等を利用した人文学の現代的

な位置を学ぶ共通科目の設置。 

③博士課程でのセンター等を利用した研究組織能力形

成、研究者としての自立支援のための共通科目の設置。 

④履修年限内で博士論文を作成するための体系的な研

究指導プログラムの設定。 

⑤キャリアパスとして、博士論文提出者の海港都市研究

センター、地域連携センター等の研究員として雇用。 

 

（２）将来展望 

①地域連携事業の国際化 
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 今回のイニシアティブ事業では、地域連携事業への大

学院生の参加による企画運営能力の涵養に関しては、主

として小野市との協力による青野原俘虜収容所展示会

に集約される活動を行った。しかしこれは地域連携に留

まるものではなく、そこに収容された捕虜兵たちが,オ

ーストリアやドイツの出身であり、中国の青島（第一次

世界大戦時ドイツの租借地）で日本軍に敗れて捕虜にな

ったことを考えるとき、それは自ずと国際的な共同研究

に連なるものでもある。具体的にはオーストリア・ウィ

ーン市での青野原俘虜収容所展示会の開催に向けて大

学院生の企画運営力を高めていくことが求められてい

る。 

②海港都市研究における国際交流事業の継続 

 今回のイニシアティブ事業で、中国の中山大学、台湾

大学、韓国海洋大学校、木浦大学校との共同研究システ

ム、資料収集作業を通じての大学院生間の交流事業が定

着した。そこで得られた国際交流の方法を生かして今後

も交流を継続する。 

③社会への還元 

 イニシアティブで得られた海港都市に関する知見を

社会に還元するため、引き続き『海港都市研究』を刊行

するとともに、出版社の協力を得て、海港都市研究叢書

を発刊する。 

④授業 

イニシアティブ教育プログラムで展開した海港都市

研究センター、地域連携センターのカリキュラムは改組

後の区分制大学院人文学研究科において研究科共通科

目として必修化された。 

 

（３）外部評価の実施と今後の課題 

東京大学名誉教授、印刷博物館館長の樺山紘一氏に外

部評価をお願いした。その結果以下の所見を頂いた。 

 

外部評価委員・樺山紘一氏（東京大学名誉教授、印刷

博物館館長）による所見 

 

  樺山紘一（東京大学名誉教授、印刷博物館館長） 

１．当教育プログラムは、神戸大学がおかれている現実

の条件を適切に理解したうえで、「国際交流」と「地域

連携」との密接な結合を課題として掲げ、十分な見通し

をもって開設されたものと評価される。顕著な国際性を

もつ兵庫県と都市神戸を念頭におき、また大震災からの

復興の経験を継承する地域連携を希求したからである。

そこから、グローバルな視野とロ－カルな視野とが結合

した、説得力のあるプログラムが設定されたわけで、そ

の成果がきわめて高く期待された。 

２、実際のプログラム展開にあっては、しかしかなりの

困難にも逢着したように思われる。「交流」と「連携」

には多様な可能性が存在するとはいえ、大学院教育にと

っての適切な主題を選択し、良好な成果に到達するため

には、賢明な戦略が要請されるからである。それなしに

は、たんなる文献的な調査や一般的な解説の羅列におち

いらざるをえないであろう。こうした困難は、全般的に

は適正な方法で克服されたように判断される。 

３、その第１は、国際交流を「海港都市プログラム」と

してとりあげたことである。国内外の海港都市を素材と

し、中国・韓国・台湾におけるケースとの共通性に着目

して、連携事業を実施した。それらの都市における大学

機関の院生や若手研究者との共同研究は、相互に大きな

刺激をもたらした。国際シンポジウムとして開催された

成果報告は、十分の吟味にこたえるものである。 

４、第２には、地域の歴史遺産保全を主題として、市民

にむけてその重要性を解きあかす作業を、教育プロセス

に組み入れたことである。この作業はけっして容易では

ないが、着実に成果はあがっている。ただし、こうした

主題において、地域社会とのより密接な連携関係を実現

するためには、さらに努力が必要であろう。 

５、これらのうちで、ことに注目される試行的プログラ

ムは、青野原俘虜収容所の調査・分析である。第一次世

界大戦のドイツ・オーストリア軍兵士の俘虜収容所につ

いて、現地の小野市との連携にもとづき調査が進められ

たものであり、国際性と地域性とが望ましいかたちで結

合・実現する結果となった。そこでは、日本人学生ばか

りか、多くの留学生が積極的に参加し、教員と院生とに

顕著な自信と勇気をあたえた。大学教育におけるモデル

事業のひとつとして、広く注目をうけることになろう。 

６、プログラム全体の運営にあたっては、ことなった分

野を統括するための合同指導委員会がよく機能しており、

教育プログラムの展開が適正に図られた。なかでも、歴

史学・社会学などの諸分野にわたる教員が、かなりな程

度のエフォートをここに投入した結果、教育組織の活性

化につながった。また、全在籍生の半数におよぶ大学院

生がそれぞれの関心にもとづいてプログラムに参加した。

その経験は、ただちに学位論文の作成に直結するわけで

はないが、若手研究者としてのキャリア形成に、有為な

貢献をなしたことは確実である。国際性と地域性という

両側面を体現することは、人文系学問にとって、ますま

す必須の素養となっているからである。 

７、総体として評価するならば、本教育プログラムは、

２年間という比較的短期のうちに十分の戦略性をもって
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運営され、教員と院生の双方にとって、望ましい成果を

もたらしたといえる。今後にあっては、青野原俘虜収容

所のような、活力のある事例をさらに発掘しながら、長

期にわたる教育システムを開発することが求められる。 

 

以上 

 

 

樺山氏の指摘にもあるように、「国際性と地域性とい

う両側面を体現することは、人文系学問にとって、ます

ます必須の素養となっている」現状のなかで、今後とも

この「魅力ある大学院教育」イニシアティブで開発され

た地域性と国際性を合わせた大学院教育をさらに展開し

ていきたい。そのためには、適切な事例を開発していく

ことが必要であることが指摘されている。今後の課題と

したい。 
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 図１ 履修プロセス概念図（地域に根ざし国際的課

題に答える人文学研究者の養成） 
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「魅力ある大学院教育」イニシアティブ委員会における事後評価結果 

 

【総合評価】 

□  目的は十分に達成された 

■  目的はほぼ達成された 

□  目的はある程度達成された 

□  目的は十分には達成されていない 

〔実施（達成）状況に関するコメント〕 

「国際交流と地域連携を結合した人文学教育」という教育プログラムの目的に沿って、計画が

実施されており、教育課程の再編や海外の大学との交流などの面で一定の波及効果を有してい

る。 

社会への情報発信・提供については、新聞等のマスメディアへの情報提供をはじめ、ホーム

ページ、展示会などを通じて広く行われている。 

今後、海港都市研究センターと地域連携センターとの有機的な連携体制の充実を図り、よりグ

ローバルな視点から、海港都市の問題性を高度な水準で研究教育するプログラムとなることが

期待される。 

 

（優れた点） 

・ 海港都市研究センター及び地域連携センターという、既設の研究組織との連携を活用した教

育プログラムであること、また教育課程の再編に着手する意欲が評価される。 

（改善を要する点） 

・ 「地域連携事業の国際化」と「海港都市研究の国際交流事業」の大学院教育への明確な位

置付けと、組織的展開のための具体策の充実が望まれる。 

 

 


